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研究成果の概要 

本研究では、長鎖 DNA を用いたゲノム改変を可能にするために必要な基本技術の確立を目指し

ている。本年度は以下のような成果を得ることができた。 

エンハンソソームの機能解明（白髭、相澤、野澤グループ)。遺伝子発現の制御装置であるエンハ

ンソソーム中で、DNAモーターであるコヒーシン・Nipbl複合体は RNAポリメラーゼ IIが伸長モー

ドへと移行する際の抑制的な制御因子であることを明らかにした。このコヒーシン機能が損なわれる

と、生成される RNAの性状に異常が生じることを示す予備的な結果も得ている。コヒーシンがエン

ハンソソームにリクルートされるメカニズムについても理解を深めることができた。転写装置における

コヒーシン機能を分子レベルで理解するために、光ピンセットを用いた一分子操作実験系を構築し

解析を開始した。また、コヒーシンとクロマチンの相互作用に関する構造生物学的解析も進めてい

る。細胞核中のエンハンサーについては、ゲノム改変技術 UKiSを開発し論文として発表した。同

法を活用して、TFF1遺伝子エンハンサーの動作機序の理解を目的とした解析を実施しているとこ

ろである。 

長鎖 DNAを培養細胞に効率よく導入する技術の開発 (白髭、大杉、竹内グループ)。リポソーム

内に核を再現良く形成する技術を確立した。従来手法で作製するリポソーム内では核形成はほと

んど観測されないが、実験条件を最適化し、低温下でカエル精子クロマチンおよびカエル卵抽出

液を内封したリポソームを作製することで、再現性の高い核形成に成功した。本手法の詳細は特

許出願を行った。また、人工細胞核をホスト細胞に届けるために重要となるリポソームと培養細胞の

融合技術について、相補的 DNAを利用した手法の研究成果を論文として発表した。長鎖 DNA

を酵母細胞内でプロタミンにより安定化する系についても開発を進めている。 
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